
76 

５．参考資料 
 

５－１.用語集 
 

語 読み 説明 

CAD キャド Computer Aided Designの略。コンピュータ支援設計。コンピュータ

を用いて設計図面を作成するシステム。2次元CAD、3次元CADがあ

る。三次元データからCADデータへの変換も可能。 

CloudCompare クラウドコ

ンペア 

オープンソースの点群処理ソフト。無償で利用可能。計測、等高線

作成、断面図作成等ができる。位置補正、断面図作成、等高線図作

成などの作業に活用される。 

DEM ディーイー

エム 

Digital Elevation Modelの略。数値標高モデル。地表面の標高を数

値で表現したデータ。被災前後の標高データの差分解析に活用され

る。 

DSM ディーエス

エム 

Digital Surface Modelの略。数値表層モデル。建物や樹木等の高さ

を含む標高値を表現したもの。地形の立体的な把握に使用される。 

GNSS受信機 ジーエヌエ

スエスジュ

シンキ 

Global Navigation Satellite Systemの受信機。衛星からのデータ

と携帯電話キャリアが提供する位置情報補正サービスを基に高精度

の測位をリアルタイムで行うことが可能。標定点の座標計測に活用

される。 

LiDAR ライダー Light Detection And Rangingの略。光を用いたリモートセンシング

技術。紫外線、可視光、近赤外光をパルス状に照射し、反射光をセ

ンサーで計測することで3次元測量を実施する。スマートフォンやタ

ブレットに搭載されているものは簡易地形計測に利用される。 

PIX4Dcatch ピックスフ

ォーディー

キャッチ 

PIX4D社が提供するスマートフォン用無償アプリ。AndroidとiPhone

に対応。3Dモデル作成(フォトグラメトリ)に適した写真の撮影が可

能。LiDAR搭載機種ではフォトグラメトリと同時利用できる。リアル

タイムに撮影でデータの閲覧が可能。 

PIX4Dcloud ピックスフ

ォーディー

クラウド 

PIX4D社が提供する有償クラウドサービス。画像データのアップロー

ドにより3Dモデル化が可能。クラウド上にて作成した3Dモデルにつ

いて同時に複数人での閲覧が可能(閲覧制限等も設定可)。作業者間

のデータ共有に有効。 

PIX4Dmapper ピックスフ

ォーディー

マッパー 

PIX4D社が提供する有償ソフトウェア。UAV等の画像データをアップ

ロードすることで点群、オルソ画像、DSM等を取得可能。点群データ

の処理、オルソ画像の処理がソフト内で可能。 

GIS ジーアイエ

ス 

Geographic Information System の略。位置情報を持つデータ（空間

データ）を地図上で重ね合わせ、可視化・分析・管理するコンピュ

ータシステムです。地形、災害、社会経済など様々なデータを統合

し、都市計画、防災、商圏分析など多様な分野で意思決定を支援す

るツール。 

QGIS キュージー

アイエス 

オープンソースの地理情報システム(GIS)ソフトウェア。無償で利用

可能。標高データ(DSM等)を読み込み、地形解析や土量計算などに活

用される。災害復旧では被災前後の標高データを重ね合わせて変状

量を算出するなどの用途に使用される。 

RTK アールティ

ーケー 

Real Time Kinematicの略。リアルタイムキネマティック測位。GNSS

測位の高精度化技術。別途リアルタイム補正データサービスとの契

約が必要だが、より高精度の位置情報を持った写真データの撮影が

可能となる。 
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語 読み 説明 

Scaniverce スキャニバ

ース 

Niantic Spatial Inc.が提供するスマートフォン用無償アプリ。二

次元画像から奥行を推定するManyDepth技術と呼ばれる独自の技術を

活用することで、補正無しでも正しい縮尺で三次元データを作成可

能。LiDARセンサを有する機種の場合は、より高精度で三次元化が可

能。三次元化はアプリが行う。 

SHPファイル シェープフ

ァイル 

シェープファイル。GISで使用される地理空間データのファイル形

式。被災範囲の指定や差分解析の範囲指定に活用される。 

UAV ユーエーブ

イ 

無人航空機(Unmanned Aerial Vehicle)の略称。ドローンとも呼ばれ

る。人が乗ることができない飛行機、回転翼航空機、滑空機、飛行

船であり、遠隔操作または自動操縦により飛行させることができ

る。撮影カメラやレーザー機器を取り付けることで、被災箇所の状

況撮影や点群データ取得が可能。 

UTM座標系 ユーティー

エムザヒョ

ウケイ 

Universal Transverse Mercatorの略。横メルカトル図法のこと。南

北方向の帯が示されており、日本国内では51～56帯が該当する。三

次元データの座標系として利用される。 

オーバーラッ

プ 

オーバーラ

ップ 

重複度。写真測量において、隣接する写真同士の重なり合う割合。

UAVによる公共測量では、同一コース内の隣接写真との重複度60%以

上、隣接コースの写真との重複度30%以上が測量作業規定(令和7年7

月)第144条で定められている。 

オルソ画像 オルソガゾ

ウ 

オルソモザイク画像。UAV等で撮影した写真を真上からみたように傾

きのない、正しい大きさと位置に表示される画像。点群データとと

もに災害復旧の設計に活用される。 

オルソモザイ

ク 

オルソモザ

イク 

UAV等で撮影した写真を真上からみたように傾きのない、正しい大き

さと位置に表示される画像。オルソ画像と同義。tif形式で保存され

る。 

クラウド クラウド クラウドコンピューティング。インターネット経由でデータやアプ

リケーションを利用するサービス形態。災害復旧では点群データの

処理、3Dモデルの共有、資料の事前共有などに活用される。高価な

PCがなくても処理が可能で、AI等による自動処理にも対応。 

査定設計書 サテイセッ

ケイショ 

災害復旧事業(補助)計画概要書等のこと。事業費、被災及び復旧に

かかる図面、被害写真などで構成され、災害査定時にこの資料をも

とに申請者が査定官及び立会官へ申請内容を説明する。スマートフ

ォン等で取得した三次元データを査定設計書の作成に活用できる。 

三次元モデル サンジゲン

モデル 

点群データやメッシュデータから作成される立体的なデジタルモデ

ル。被災状況の可視化、復旧工法の検討、数量計算などに活用され

る。査定官・立会官への説明資料としても有効。 

写真測量 シャシンソ

クリョウ 

複数の写真をオーバーラップ(重複)させることで三次元データを作

成する測量手法。UAVやスマートフォン等で撮影した画像から点群デ

ータや3次元モデルを生成する。フォトグラメトリーとも呼ばれる。

ただし、本書で用いる「測量」は測量作業規程に基づく正式な測量

とは異なることに留意が必要。 

点群データ テングンデ

ータ 

3次元空間における大量の点の座標情報の集合体。レーザースキャナ

ーやドローン測量により取得され、取得したデータから3次元モデル

作成や設計図面を作成できる。災害復旧では被災形状の把握や数量

計算に活用される。 

ドローン ドローン UAV(無人航空機)の通称。災害復旧事業では、被災箇所の空撮、測

量、点群データ取得、3次元モデル作成、設計図面作成などに活用さ
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語 読み 説明 

れる。人が立ち入れない危険箇所の調査や広範囲の被災状況把握に

有効。 

トレンドポイ

ント 

トレンドポ

イント 

福井コンピュータが提供する有償ソフトウェア。点群処理、計測、

断面図作成、土量(体積)計算、出来形管理等、多様な作業ができ

る。CAD上で任意断面の作成や等高線を生成可能。 

標定点 ヒョウテイ

テン 

三次元データを補正するために現地に設置する座標を測定するため

の基準点。5mに1か所程度設置し、トータルステーション等で座標を

計測する。補正により正しい尺度の三次元データが生成される。 

フォトグラメ

トリー 

フォトグラ

メトリー 

写真測量技術。複数の写真をオーバーラップさせることで三次元デ

ータを作成する方法。UAVやスマートフォンによる撮影データから3

次元モデルを生成する際に用いられる。 

メッシュデー

タ 

メッシュデ

ータ 

点群データを小さな三角形や四角形で分割し、面として表現したデ

ータ。3次元モデルの表現方法の一つ。obj、mtl、jpg、offset.xyz

の4種のファイルで構成される。 
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５－２.一般公開されている三次元データ 
 

（１）基盤地図情報 

 

基盤地図情報は、平成19年に成立した地理空間情報活用推進基本法で規定され、整備が始められ

ました。現在は国土地理院が中心となって整備を進めています。 整備された基盤地図情報は、イン

ターネットにより無償で提供されています。このうち、数値情報としてDEMデータが公開されてい

ます。その種類と範囲は下図の通りで、令和７年からは1mメッシュが広範囲で公開され、5mメッシ

ュはほぼ全国を網羅しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-1 基盤地図情報数値標高モデル (１mメッシュ標高) の整備状況(令和８年２月時点) 
出典：国土地理院ホームページ 
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図5-2 基盤地図情報数値標高モデル(５mメッシュ標高)の整備状況(令和８年２月時点) 
出典：国土地理院ホームページ 

緑色：5mメッシュ(航空レーザー測量) 

紫色：5mメッシュ(写真測量、地上画素寸法20cm) 

水色：5mメッシュ(写真測量、地上画素寸法40cm) 
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（２）その他公的機関が公開している情報 

  

一部の都道府県がデジタルツインの取り組みの一環として全域または一部の点群やDEMデータを

整備し一般公開しています。令和7年2月時点で作成中の都道府県もあり、今後さらに充実していく

ことが予想されます。また、都道府県以外でも林野庁や国土地理院が点群データ整備を進めている

ようです。また、利用に当たっては制約がある場合がありますので、事前に各サイトの利用規約を

よく確認の上、利用者の責任の下で利用してください。 

 

表5-1 都道府県等が公開している三次元データ(令和８年２月時点) 

組織名 データ種類   URL 

山形県 

(道路のみ) 

点群 https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/yamagata-road 

宮城県 点群、オルソ等 https://miyagi.dataeye.jp/datasets/915 

栃木県 DEM https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/dem05_tochigi 

埼玉県 点群 https://portal-pref-saitama.hub.arcgis.com/ 

東京都 点群 https://info.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/ 

神奈川県 点群 https://www.geospatial.jp/ckan/organization/kanagawa-div 

山梨県 点群 https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/yamanashi-

pointcloud-2024 

静岡県 点群 https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/1049255/index.ht

ml 

石川県 
(能登半島地震前) 

点群 https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/2024-notowest-pc 

大阪府 DEM https://www.geospatial.jp/ckan/organization/osakapref-smc 

京都府 DEM https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/dem05_kyoto 

兵庫県 DEM、DSM等 https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk26/3dgeo.html 

和歌山県 点群 https://wakayamaken.geocloud.jp/mp/22 

岡山県 点群 https://i-box.pref.okayama.jp/datasets/251 

広島県 点群 https://hiroshima-dobox.jp/ 

愛媛県 DEM https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/dem05_ehime 

高知県 DEM https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/dem05_kochi 

長崎県 点群 https://opennagasaki.nerc.or.jp/ 

林野庁 DEM等 https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/nfgis-2024 

https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/nfgis-2023 

国土地理院 点群データ https://www.gsi.go.jp/gazochosa/tengun.html 

 
 

  

https://www.geospatial.jp/ckan/organization/kanagawa-div
https://www.geospatial.jp/ckan/organization/osakapref-smc
https://wakayamaken.geocloud.jp/mp/22
https://hiroshima-dobox.jp/
https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/dem05_kochi
https://opennagasaki.nerc.or.jp/
https://www.gsi.go.jp/gazochosa/tengun.html
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（３）大規模災害時に作成されるデータ 
  
大規模災害時には航空測量のデータ等が公開されますが、これが一般公開または販売されること

もあります。主にＧ空間情報センターで公開されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-3 災害後の三次元データの提供事例(能登半島地震後のDEMデータ) 
出典：Ｇ空間情報センターホームページ 
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５－３.主なアプリと各種作業の実施可否 

 

本書でも紹介したアプリです。下記の他にもGNSS受信機により衛星測位誤差を補正しながら三次

元データを撮影する測量にも活用できるアプリも販売されています。最新の状況は各社ホームペー

ジなどで確認してください。 

 

表5-2 スマートフォンで利用する主なアプリ 

アプリ名 Scaniverce PiX4D Catch 

製造・販売元 Niantic Spatial Inc. PiX4D 

費用 (無償) (無償) 

特徴 

□二次元画像から奥行を推定する ManyDepth

技術と呼ばれる独自の技術を活用すること

で、補正無しでも正しい縮尺で三次元デー

タを作成可能。 

□LiDAR センサを有する機種の場合は、より

高精度で三次元化が可能 

□三次元化はアプリが行う。変換中の別現場

の撮影はできない。 

□Pix4D 社の三次元データ作アプリのう

ち、スマートフォンでの撮影に特化し

たアプリ。三次元データ作成に必要な

写真撮影を担う。 

□三次元データへの変換には有償の

Pix4D Cloud へのアップロードが必要

となる。 

三次元化 

の手法 

写真測量 

写真測量＋Lidar 
写真測量 

 

パソコン上で三次元データの閲覧や加工を行うことが可能なアプリの例を以下に示します。下記

以外にも設計・計画業務に用いるＣＡＤやＧＩＳも三次元データの読み込みや加工ができます。 

 

表5-3 三次元データの閲覧・加工に利用する主なアプリ 

アプリ名 PiX4D Cloud CloudCompare トレンドポイント 

製造・販売元 PiX4D オープンソース 福井コンピュータ 

費用 (有償) (無償) (有償) 

特徴 

□Pix4d Catch 等で作成

した写真から作成した

三次元データの閲覧・

加工等ができる。 

□CAD データとの重ね合

わせなども可能。 

□オープンソースの

点群処理ソフト 

□計測、等高線作

成、断面図作成等

ができる。 

□点群処理、計測、

断面図作成、土量

(体積)計算、出来

形管理等、多様な

作業ができる。 

三次元表示 可能 可能 可能 

査定設計書作成に必要な

CAD データへの変換 
断面(CSV) 

断面(CSV) 

等高線(dxf) 

CAD 上で任意断面の作

成や等高線を生成可

能 

延長計測 可能 可能 可能 

面積計測 可能 可能 可能 

体積計測 可能 可能 可能 

被災前後のデータの重ね合

わせによる土量算定 
不可 可能 可能 

位置情報を利用した SHP フ

ァイル等との重ね合わせ 
不可 不可 不可 

クラウドサービス 

(リモート査定への活用) 
あり なし なし 
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５－４.無償アプリを使って復旧断面や平面図を作成した例 
 

 

（１）位置補正（CloudCompareを使用した場合） 

①スマートフォン等で撮影した三次元データをメッシュデータ(OBJ)でエクスポート 

②エクスポートしたOBJファイルをパソコンに移行し、補正ソフトで開く 

③補正する座標系と軸方向を合わせる作業 

④位置補正のコマンドを実行 

・標定点の一つを選び、中心部分をクリック 

・補正後の座標を入力 

・この作業を対象標定点すべてで繰り返す(最低４点以上) 

・補正を実行 

（２）断面図作成 

①断面を取得したい場所の片端をクリック 

②反対側の端部をクリック 

③横断図作成コマンドを実行 

④CADデータ(DXF等)でエクスポート 

※断面取得位置を座標で指定することも可能です。 

（３）等高線図作成 

①等高線作成コマンドを実行 

②等高線間隔を指定、実効 

③CADデータ(DXF等)でエクスポート 

④CADで編集 
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「SHARE」をタップ 

 

 

①スマートフォン等で撮影した三次元データをメッシュデータ(OBJ)でエクスポート 

 

スマートフォン等の画面上で以下の操作をします。下記はScaniverceの操作画面で例示していま

す。 

 

「Export Model」をタップ 「OBJ」を選択、パソコンに送信 

位置補正 
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②エクスポートしたOBJファイルをパソコンに移行し、補正ソフトで開く 

(CloudComparever2.13を使用した場合) 

 

「ファイル」→「開く」でOBJファイルを開きます。 
 

 

ファイルの読み込み結果。三次元画像が表示されます。 
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③補正する座標系と軸方向を合わせる作業 

 

読み込んだファイルのＸＹＺと実際の方向の違いを確認してください。 

今回使用するアプリではＹ方向が高さとなっているため、ＸＹが平面方向でＺが高さの軸に

修正することで、補正する座標系と次元を合わせます。 

→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み込んだオブジェクトを選択し、「編集」→「変更の適用」をクリック 
 

Ｘ：横、Ｙ：縦、Ｚ：高さ Ｘ：横、Ｙ：高さ、Ｚ：奥行き 

高さ方向がＹになっている 

クリック(選択) 

選択されると黄色 
い枠が表示される 

クリック(選択) 
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Ｘ軸を回転軸とし(Ｘに１、その他に０を入力)、-90°回転させる。 

Ｙ 
 

 

 

 

 

 

軸の修正結果 

1 0 0 

-90° 

入力完了後、 
OKをクリック 

Ｚ Ｘ 

X軸を中心に-90° 
(時計回り)

回転させる 

Ｙ 
Ｘ 

XYが平面、 
Zが高さとなる 

Ｚ 

XYが平面、 
Zが高さとなる 
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④位置補正のコマンドを実行 

 

□補正値の座標系を確認：上記③の補正は数学座標系に補正されています。測量座標系ではＸと 

Ｙが逆になります。標定点を数学座標系で計測している場合は、そのままのＸＹ座標値を用い 

て構いませんが、公共座標（測量座標系）で計測している場合はＸとＹを逆にして補正しま

す。 

 

□標定点を用いた補正：上記どこかひとつの標定点を拡大し「位置合わせ」アイコンをクリッ

クし、補正値を入力します。 

 
 

 

 

「位置合わせ」の 
アイコンをクリック 

クリック(選択) 

標定点の 
ひとつを拡大 

ここをクリックすると 
選択できる 

ここをクリックすると 
入力できる 補正後の座標 

補正値を入力することで

指定 

最初に、補正前の座標を全

てチェック 

終了後に、補正する座標を

補正前にチェックした順番

と同じ順番で入力 

補正前の座標 

標定点の中心をクリック

することで指定 
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最低４点必要です。 

 

この画面が表示されたら「はい」をクリックし、補正完了 
 

補正する座標値 全部入力できたら 

※公共座標の場合はＸ 「 」をクリック

とＹを逆に入力 

１点目の補正場所が 
「Ａ０」と指定された 
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補正後の尺度等をチェックします(例えば、スタッフの長さをチェック：1.01mと計測（誤差１cm）) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①点群データの作成(または読み込み) 

補正したメッシュデータから点群データを作成します。 

（座標補正した点群データが別途あれば、それを読み込んでも可） 
 

 

点群データが作成されます。(メッシュを非表示にすると見えます) 

誤差 1cm 

メッシュの 
チェックを

外す 

作成された点群データ 

横断図作成 

「メッシュ上の点のサ 
ンプル」をクリック 

この数値を大きくすると点数が増える。 
点数が増えすぎると、データ量が大きく

なり、後の処理で時間が掛かる。まずは

デフォルト値で対応 
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②横断図作成 

点群の編集ボタンをクリックし、横断図の作成を始めます。 

 

断面を取得したいラインの始点・終点をクリックします。 

 

「複数のポリラインに沿 
った点群を抽出する」の

アイコンをクリック 

クリック(選択) 

③クリック 

①クリック(始点) 

②クリック(終点) 

＋ 
右クリック 

断面作成ボタン 

そのまま OK 
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角度を変えると横断図ができていることがわかります。 

コマンドを終了 

横断図が生成された 
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③CADに出力 

作成した横断図を選択し、「保存」します。 

 

 

 

横断図の下にある 
「vertices」を

クリック(選択) 

csv 形式 

👉👉：csv形式を選択すること：ここで保存する際に、dxf形式を選択すると、三次元のdxfフ

ァイルが生成されてしまい、二次元で使用するためには二次元に加工しなければなりませ

ん。これを避ける方法として、いったんCSVファイルに出力し、Excel上で二次元データに

加工します。その後CADのCSVからの断面作成機能を用いて図化するとそのまま二次元CAD

で作業できるファイルが生成できます。 

ここに注意 
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作成したテキストファイルをExcelで開きます。 ＸＹＺの値がスペースで区切られています。これ

をＡ～Ｃ列に分けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「区切り位置」 
を選択 

①Ａ列全体を選択 

ＸＹＺの値が 1 セ 
ルにまとまってい

るので、分けます 

「カンマや～」を選択 
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Ａ列にＸ，Ｂ列にＹ、Ｃ列にＺが格納されました。 

横断図にするときは、標高はＣ列の値をそのまま使えますが、2 点間の距離はＡ列とＢ列の

差から計算する必要があります。 

 

スペースに  

完了 

1 行目と 2 行目をＸＹでみたときにできる 

四角形の対角線が実際のＣとＣの距離になります 

 

1 行目と 2 行目 

のＢの差 実際の点間距離 

 

1 行目と 2 行目

のＡの差 

1 行目と 2 行目のＣの差 

1 行目 

2 行目 

3 行目 
5 行目 

4 行目 



97 

対角線の長さを三平方の定理で求めます。 

対角線の長さとは、前後の行の点間距離になります。最後に追加距離を求めます。 

1 行目は説明用に文字を記載していますが、実際はすべて「0」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元のデータ 前後の行の差の絶対値 

=ABS(A1-A2) 

=ABS(B1-B2) 

 

三平方の定理 

=SQRT(D2^2+E2^2) 

累積の式を入力 

=G2+F3 

その後、値貼り

付けで式を外す 

 

CAD に読み込めるように、不要な列を削除し、順番を並び替えま

す。 CSV 形式で保存し、CAD に読み込んで完成です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図のG 列 

1 行目に 0 を入力 
上図のC 列 
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①点群データの作成(または読み込み)  横断図作成を参照してください。 

 

②等高線の作成 

点群を選択し「点をラスターに変換」をクリック 

 

 

等高線図作成 

クリック(選択) 

初期設定は 1.0 
0.01 程度にする。 

Size の大きさを見て適宜調整 

これをクリック 

このグラデーションが粗い場合は前の 
ステップの値を小さくする。 

①「Contour plot」を選 

 

②コンタの最小値  

(切り捨て整数止め) 

この例では 531 

③等高線間隔 

好きな値を入力 

⑤出力 ④生成 
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等高線が生成されました。 

 

③CADに出力 

dxfに出力します。 

この後は、dxf形式で保存し、CADで編集します。 

等高線 

クリック(選択) 
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５－５.クラウドサービスも利用可能なアプリを使った撮影や土量算定等の作業手順 
 

（１）ＰＩＸ４Ｄとは 
 

１）ＰＩＸ４Ｄの概要 
 
スイスに本社を置き、アメリカ、ドイツ、スペイン、日本等計6ヶ国にてオフィスを構える。 

・主にUAV画像、地上LiDER・フォトグラメトリー技術によりマッピング、測量を行うソフト、サー

ビスの提供を行っている。 

・ソフト・サービスについては基本的に有償である。 

・各種ソフトを組み合わせることで、データ取得、デジタル化(3D化)、確認・計測、共有までが可

能。 

・スマートフォン等による３Ｄ作成には、「ＰＩＸ４Ｄｃａｔｃｈ」（無償アプリ）を使用する。 

・UAVによる写真測量には、「ＰＩＸ４Ｄｍａｐｐｅｒ」を使用する。 

・３Ｄモデルのデジタル処理には、「ＰＩＸ４Ｄｃｌｏｕｄ」を使用する。 

 
 

ＰＩＸ４Ｄ社 ソフトウェアの概要一覧 

アプリ名 機能・概要 費用 

ＰＩＸ４Ｄ 

ｃａｔｃｈ 

・Android、iPhoneに対応 

・3Dモデル作成(フォトグラメトリ)に適した写真の撮影が可能。 

・リアルタイムに撮影でデータの閲覧が可能。(データの抜け減少) 

・撮影時の一時停止、再開が可能。 

・LIDER搭載機種ではフォトグラメトリと同時利用。 

・別途RTKローバーの取り付けで更に高精度の位置情報をもつ写真データ

撮影が可能。 

・基本利用、撮影は無料。 

※クラウド未契約だとアップロードが不可能。 

※外部でのアップロードは通信料を大幅使用。 

無償 

ＰＩＸ４Ｄ 

ｍａｐｐｅｒ 

・UAV等画像データをアップロードすることで点群、オルソ画像、DSM等

取得可能。 

・点群データの処理、オルソ画像の処理がソフト内で可能。 

・作成した3Dモデルについて精度管理等の品質の確認が可能。 

・標準的なファイル形式で成果の出力が可能であり、別途ソフトで利用

しやすい。 

・月間・年間契約また買い取りでのライセンス契約が可能。 

有償 

ＰＩＸ４Ｄ 

ｃｌｏｕｄ 

・画像データのアップロードにより 3Dモデル化が可能。 

・クラウド上にて作成した3Dモデルについて同時に複数人での閲覧が可

能。(閲覧制限等についも可) 

・クラウド上で取得した3Dモデルについて計測・確認、指定断面の抽出

が可能。 

有償 
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ＰＩ４Ｄ社 ソフトウェアの価格一覧（2025年2月現在） 

アプリ名 契約体系 期間 費用 備考 

ＰＩＸ４Ｄ 

ｃａｔｃｈ 
－  使用基本無料 

３Ｄデータ生成に

は、PIX4Dcloud
が必要 

ＰＩＸ４Ｄ 

ｃｌｏｕｄ 

ｻﾌﾞｽｸﾘﾌﾟｼｮﾝ 

契約 

月 
\10,000/40,000 

(20ｸﾚｼﾞｯﾄ)/(100ｸﾚｼﾞｯﾄ) 

ベーシック/アド

バンスの料金を記

載 

3D処理には別途ク

レジットが必要

(追加購入可) 

クレジット必要

数は画像の解像

度及び画像数で

決定 

年 
\100,000/\400,000 

(500ｸﾚｼﾞｯﾄ)/(2,500ｸﾚｼﾞｯﾄ) 

3年 
\250,000/\1,100,000 

(1,500ｸﾚｼﾞｯﾄ)/(7,500ｸﾚｼﾞｯﾄ) 

ＰＩＸ４Ｄ 

ｍａｐｐｅｒ 

ｻﾌﾞｽｸﾘﾌﾟｼｮﾝ 

契約 

月 \54,000 
契約期間中3D処理

は無制限 年 \540,000 

買い取り  \865,000 

ｖｉＤｏｃ 買い取り  \880,000 RTKﾛｰﾊﾞ 

 

 

※ｖｉＤｏｃとは 
・iPhone/iPad に外付けすることでより高精度の位置情報を持った写真の撮影が可能。 

・計測機能として、viDoc下部から照射されるレーザーにて任意の

位置の座標データを取得可能。 

※高精度の位置情報の取得には RTK 測位が必要となるため、別途リ

アルタイム補正データサービスと契約が必要。 

※観測する衛星の数が少ない、また電波状況が不安定の場所等につ

いては通常(iPhoneのみの撮影)と同様な精度になることもある。 
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２）ＰＩＸ４Ｄ社アプリを使った査定設計書作成フロー 
 

スマートフォン等による三次元データ取得 UAVによる三次元データ取得 
 

 

  

・抽出データの図化（横断図・平面図） 

・復旧工法の設計 

・数量計算、概算工事費の算出 

・査定設計書の作成 

UAVにて撮影（計画飛
行） 

画像データの
アップロード 

本書記載 

３Ｄ処理 

３Ｄ処理 

スマートフォン等による撮影 

三次元データから 
二次元データ 

従来方法の作業手順 

撮影画像から2Dマップと3D
モデルの作成 
・距離、面積、体積の計測 
・要素・注釈の追加 
・作業者間のデータ共有 

処理データの 
アップロード 
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（２）撮影方法 

１）ＰＩＸ４Ｄｃａｔｃｈ（スマートフォン）の操作方法 
 「ＰＩＸ４Ｄｃａｔｃｈ」上で撮影するにはスマートフォン等の画面上で以下の操作をしま

す。下記で「ＰＩＸ４Ｄｃａｔｃｈ」の操作画面を説明します。 

 

 

 

アプリを起動すると左の画面の状態で

立ち上がり、いつでも撮影可能な状態と

なります。 

 

下の赤いボタンをタップすると、動画

形式での撮影が開始されます。 

 

 

 

 

 

撮影開始 

撮影中の画面の説明 

 

 

 

 

 

  

ここに現時点での撮影
枚数が表示される 

移動速度が速すぎると
注意喚起が表示される 

ライブプレビュー： 
撮影開始後、データの
取得状況が表示される 
撮影漏れ箇所等を確認
することができる 
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【撮影する際の留意点】 

より精度の高い三次元データを取得するには、撮影時に以下の2つの留意点に注意する必要

があります。 

  

👉👉①撮影ルートは一筆書きでカメラの向きは変えない：撮影ルートは下画像のように

一筆書きで撮影していくことがポイントとなります。一度通ったルートを行ったり来た

りしないように注意して下さい。また、カメラのアングルは変えずに体だけを平行移動

させるようにして撮影して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
👉👉②欲しい範囲よりも広く大きく撮影する： 撮影する際はなるべく撮り損ねが無い

ように、情報が欲しい範囲の外側まで撮影することに留意して下さい。欠測部分がある

と境界部分の決定等が困難となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三次元化すると欠測部分が見られる 
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撮影を終了する際は  をタップします 

 

 撮影を停止させてもプロジェクトを保存し

ない限り、撮影ボタンをもう一度タップすれ

ば継続して撮影を再開することができます。 

  

 

 

 

 

は画像取得の中止が実行されデータが

失われてしまうため注意してください。 

 

 

スマートフォン等での撮影は終了です。 

 

 

 

 

撮影の停止により撮影が終了したら、 

をタップし保存操作へと移ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

左の画面となりファイル名と撮影枚数、撮

影されたデータが表示されます。 

 

ファイル名を変更後、 

を押してください。 

 

 

 

 

データの保存が完了されます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

ここからファイル名の
変更・修正ができる 

撮影された全画像数が表示される 

撮影の停止・一時停止ボタン 

画像取得の中止 
(データが消えてしまう) 
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２）UAVの操作方法 
飛行ルートを作成し（現場に最適なルート、高度、シャッター速度、撮影間隔など）、連

続写真撮影を行います。 

手順などは、各種UAVに搭載されているアプリケーションのマニュアルを確認してくださ

い。 

 

【撮影時の留意事項】 

作成した飛行ルートによっては、安全対策や飛行許可申請が必要となるので、状況に応

じて事前に対応する必要があります。また、UAVの飛行は天候の影響を受けやすいため、

天候を考えた上で予定日や予備日を決定します。 

 

 

 

（３）データのアップロード 

 

アップロードとはインターネット上のサーバーにデータやファイルを送ることを言います。

撮影した画像等をクラウドサーバー上にアップロードすることでデータの三次元モデル化、作

業者間のデータの共有等ができるようになります。 

 

１）ＰＩＸ４Ｄｃａｔｃｈ（スマートフォン） 
 スマートフォン等の場合、「ＰＩＸ４Ｄｃａｔｃｈ」にて処理した三次元データを「Ｐ

ＩＸ４Ｄｃｌｏｕｄ」にアップロードします。 

 

 

クラウド上で撮影したデータを操作するに

はアップロードする必要があります。 

 

プロジェクトを保存後、 

上の をタップします。 

 

 

 

 

 

左のような画面が表示されます。 

右上のアップロードをタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

アップロードが終わったら、 

撮影画面に戻り、  をタップします。 

 

 

☆アップロードには時間とデータ通信料
がかかるため、撮影後は画像の保存のみ
行い、Wi-Fiの整った通信環境等でアップ
ロードを実施することを推奨します 
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ここでは今まで撮影したデータやアップロ

ードの処理状況を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

アップロードが完了されます。 

 

「ＰＩＸ４ＤＣｌｏｕｄ」上にアップロードされたデータがこちら↓ 

 
  

アップロードが完了したものには  

のマークがつきます 
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２）UAV 
UAVの場合、「ＰＩＸ４Ｄｍａｐｐｅｒ」にて処理した三次元データを「ＰＩＸ４Ｄｃｌ

ｏｕｄ」にアップロードします。 

 
※撮影した写真データを直接「ＰＩＸ４Ｄｃｌｏｕｄ」にアップロードする方法でも、三

次元データの作成は可能です。「ＰＩＸ４Ｄｃｌｏｕｄ」上で三次元データの生成が行

われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ＰＩＸ４Ｄｃｌｏｕｄ」を開いた状態で画面左上の【新規作成】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリック(選択) 

クリック(選択) 
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【新規作成】を押した画面で、【処理済みのファイルをアップロード】を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＰＩＸ４Ｄｍａｐｐｅｒ」にて出力可能な4ファイル（オルソモザイク・ＤＳＭファイ

ル・点群データ・メッシュデータ）をアップロードします。 

 
ＰＩＸ４Ｄｃｌｏｕｄに必要なファイル形式 

ファイル形式 概要 

〇オルソモザイク 
UAV等で撮影した写真を真上からみたように傾きのない、 

正しい大きさと位置に表示される画像。(tif形式) 

〇ＤＳＭファイル 
数値表層モデル（Digital Surface Model）の略称、建物や

樹木等の高さを含む標高値を表現したもの。(tif形式) 

〇点群データ 三次元モデルを点で表現したデータ。(LAS形式) 

〇メッシュデータ 
上記点群データを小さな三角形や四角形で分割し、面として

表現したデータ。(obj、mtl、jpg、offset.xyzの4種) 

 

次頁に、クラウド上にアップロードしたデータを表示します。 

 

クリック(選択) 
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UAVによる撮影は空中写真を利用するため、より広範囲の三次元モデルの作成が可能となりま

す。 
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（４）基本的な操作方法 

ここからは、「ＰＩＸ４Ｄｃｌｏｕｄ」を用いた三次元データ計測法について説明します。 

 

１）測点設置 

 
 

目的のファイルを開くには、データ名の右にある  をクリック 
 

 
  

クリック(選択) 
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３Ⅾのままではやりづらいので、  で平面表示にして下さい。 

 

 をクリックして、写真などから測点の位置を確認して、設置します 

で設置したマーカーをドラッグ＆ドロップすることで、位置の微調整をすること

も可能です。 

 

 
「名前」を測点名に変更してください。 

各断面の法肩と境界にマーカーを置いたら、「ライン」をクリックして、マーカーに合わせ

て法肩線と横断線を引きます。 

ラインは終点  をもう一度クリックすると完了となります。 

クリック(選択) 
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今は分かりやすくするため、  で「注釈名・測定結果を表示」にしておきます。 

 

横断線は、法肩側から境界側に向かって引くこと 

これを逆にすると、後で横断図を作成した時に反転したものになってしまうので、注意して

ください。 

 

作成した横断図には法肩の位置などを持たせられないので、始点を法肩から何mと決めてお

いて で円を描いてそれに合わせると上手く引くことができます。 

横断線の長さも、なるべく全断面同じにしておいて下さい。 

クリック(選択) 

確定したらクリック 
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円の半径や、ラインの長さはここでも確認できる 

 

 
測点の設置完了 
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２）横断図の作成 
 

 
横断を作成するラインを選択して、「標高断面を作成」をクリック 

 

 
 

画面下部に横断図が表示されたら、右にある  をクリック 

「ライン名」.csvがダウンロードされます 

  

①クリック(選択) 

②クリック(選択) 

クリック(選択) 

ここに横断図が表示される 
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ここからはCADソフトを用いた操作となります。川田テクノシステム株式会社の「V-

nasClairシリーズ V-nas」で例示します。 

前ページで作成されたcsvをV-nasで、「ファイル」→「インポート」→「CSV座標」を選

択します。 

 

 
 

「現在の座標系」（基準座標系）に「ポリライン」で描画するとXY（0,0）を基準に描かれ

るので、先に決めておいた始点からの距離のところに線を引けば法肩の位置が分かります。 

 
 

それをもとに、法肩のあるべき位置と合わせます。 
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３）面積・体積計測 
 

面積の計測は、  で計測したい範囲をポリゴンで囲みます。 

ラインと同じく最後に  をクリックしたら完了 

 
名前を変更して、測定結果は「ビューアの設定」で表示させるか「測定値」で確認できま

す。 

 

体積の計測は、  で計測したい範囲を囲み、最後に  をクリック 

 
 

  

①クリック(選択) 

②クリック(選択) 
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「体積」を選択して、「ベース面」のプルダウンメニューを「最低」に、 

「体積計算」をクリック 

 
  

体積の計算結果は
ここに表示される 
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（５）査定時における基本操作 

 

１）延長の表示 

 
右上からラインを選択し、計測したい部分に沿って線を引きます。 

ラインは終点  をもう一度クリックすると完了となります。 

引いたラインの長さは、 から「注釈名・測定結果を表示」により延長長さを表

示させることができます。 

 

  

確定したらクリック 
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２）面積の表示 

面積の計測は、  で計測したい範囲をポリゴンで囲みます。 

ラインと同じく最後に  をクリックしたら完了 

 
名前を変更して、測定結果は「ビューアの設定」で表示させるか「測定値」で確認できま

す。 
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３）体積の計測 

体積の計測は、  で計測したい範囲を囲み、最後に  をクリック 

 
作成した「体積」を選択して、「ベース面」のプルダウンメニューを「最低」に、 

「体積計算」をクリック 

 
面積と同じく、測定結果は「ビューアの設定」で表示させるか「測定値」で確認できます。 
 

 

 

 

  

体積の計算結果は
ここに表示される 

①クリック(選択) 

②クリック(選択) 
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５－６.被災前後のデータの差分から排土量を算定した例(Q-GISを利用) 
 

大規模な斜面崩壊が生じた場合、崩壊した土は麓の宅地や農地に堆積する。農地の災害査定に当

たっては、全体土量を算定し、土砂の堆積面積と農地面積の割合で按分して求めることが可能です。 

被災後の三次元データを取得するとともに、現在公開されているデータを活用し、フリーのソフ

トを利用して算定することが可能です。しかし、その手順はやや煩雑であり査定設計の実務を担う

技術者が容易に取り組むことができないと考えます。そこで、三次元データを活用した土量算定を

普及させることを目的に、土量算定手順を取りまとめました。 

本資料は汎用性の観点からフリーのQ-GISを用いています。他のGISソフトやCADソフトを用いる

場合は、本資料の手順を参考にしつつ、各ソフトの操作方法に倣って算定していただきたい。 

以下の土砂崩壊現場を対象とします。本来は崩壊し堆積した土量を算定したいが、撮影時に既

に土砂撤去が完了しているため、崩壊土量を算定することとする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本手順書では崩壊土量の算定手順を示
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手順の概要 

 

➊データのダウンロード 

  □被災前データ(今回は国土地理院１ｍメッシュ標高を利用) 

  □被災後データ(三次元データを標高データに変換) 

  □被災範囲の SHP ファイル(三次元データ上でトレースし、SHPファイルにエクスポート) 

 

➋被災後データの標高のズレの補正値を得る 

  標高補正を行っていない被災後の三次元データは実際の標高に対しズレが生じている。 

  よって、データ内で被災前後で条件が変わらない場所(道路等)数箇所で被災前後のデータの標

高のズレを求めておく。 

 

➌被災前後の標高データから被災範囲を抽出 

  上記➊に示した被災範囲の SHPファイルを基にくりぬく作業を行う。 

 

➍差分解析 

  くりぬいた被災前後の標高データの差分を計算する。合わせて標高のズレを補正する。 

  差分解析により得られたデータは集計しやすいように SHPファイルに変換する。 

 

➎土量の計算 

  差分データの差分値をカラーグラデーションにより見える化し、異常がないことの確認と集

計方針を検討する。 

  差分データを Excelに読みこみ、集計方針に従って集計すると土量が算定される。 
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手順書詳細 

 

➊必要なデータを揃える 

 □被災後の三次元データ：UAV等で取得 

基盤地図情報サイトを開き、「数値標高モデル」を選択 

https://service.gsi.go.jp/kiban/ 

 

 

  

選択 

https://service.gsi.go.jp/kiban/
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使用するデータの種類は「１ｍメッシュ」を選択（未整備の場合は「５ｍメッシュ」を選択） 

場所は地図上でクリックしてもよいし、市区町村を選択しても可(下記例では市区町村を選択) 

 

 

 

  

選択 
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対象市区町村の範囲が地図に着色され、その下に候補一覧が示される。 

リストの中から欲しいメッシュ番号を選び、「追加」を選択。 

 

「ダウンロードリスト」を選ぶと選択したメッシュが示される。問題なければ「ダウンロード等

へ」をクリック 

 

 

 

 

  

選択 
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個々のメッシュの「ダウンロード」または「まとめてダウンロード」をチェックし、ファイルを

ダウンロードする。 

 

 

  

選択 
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ログインを求められるので、IDとパスワードを入力（ない方は新規登録が必要） 
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アンケートに回答(任意)し、「送信(ダウンロードページへ)」をクリック 
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改めてダウンロードファイルリストが示されるので、必要なファイルにチェックを入れてダウン

ロードを行う。通常はパソコンの「ダウンロード」フォルダに保存される。 
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Q-GISを起動し、ダウンロードした数値標高モデルを変換するためのプラグインをインストール

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「QuickDEM4JP」を入力・選択し、インストール 
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プラグインツールバーに「Quick dem for JP」アイコンが表示される 

ツールバーが表示されない場合、各種ツールバーのあたりで右クリックすると、表示するツール

バーの一覧が表示されるので、ここで「プラグインツールバー」にチェックを入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ダウンロードしたメッシュデータを指定し、変換する座標系と保存先を指定し、最後に実行ボタ

ンを押す。 
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【座標系について】 

 測量で用いられる平面直角座標系を選択する。本例は富山県で実施しているため 7番 

 測地系は JGD2011を選択する（JGD2000 は東日本大震災による地殻変動が反映されていないため

使用しない。特に東北・関東地方ではズレが大きいため注意が必要） 

 

 

 

 

  

選択 
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日本の平面直角座標系は下記のように１～１９番までが指定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 日本の平面直角座標系 
出典：国土地理院 
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標高データが作成される。 
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崩壊土砂の UAVで作成した三次元データを Pix4Dで表示 

QGISでは標高データを利用する。「ファイルとレポート」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DSM をダウンロード 

 

 

  

選択 

選択 
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ダウンロードした DSM データを QGIS に読み込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ドラッグ 

読み込まれた 
被災後データ 
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土量を算定する範囲のポリゴンを作成し、SHPファイルとしてエクスポートする。 
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作成された SHPファイルのうち、ポリゴンを QGISに読み込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➋被災前後データの標高のズレの補正値を得る 

航空写真データ(地理院地図や Google Map Satellite)を読み込む。 

道路面等、明らかに被災前後で条件が変わっていない場所で被災前後の標高値を確認する。 

地理院地図等の航空写真を表示します。被災前のレイヤをアクティブにし、「地物情報を表示」

アイコンをクリックします。その上で、道路端部等の任意の場所をクリックするとその場所の標高

が示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に被災後のレイヤをアクティブにし、同じ場所をクリックし標高を取得する。この作業を 3回

程度繰り返す。各地点の差分の平均を求め、補正値とする。 

 
 被災前 被災後 差 

1 点目 90.54225 127.37228 -36.830 

2 点目 90.64636 127.49094 -36.845 

3 点目 90.42861 127.25226 -36.824 

平均     -36.833 

 

例えば道路上の
任意の点の標高

を調べる 

選択 

ドラッグ 
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今回の例では、被災前後の標高に約 36mの差が生じているが、これは被災後データの標高基準が

曖昧であることが原因である。RTK方式で標高補正をしながら計測することが可能な UAVの場合は

正しい座標・標高で計測されるが、これを行わない場合は UAV単独測位となる。特に標高は誤差が

大きくなりやすくなるため、実際と大きくかけ離れていることがある。 

ただし、標高基準が相対的にズレているものの標高に歪みが生じているわけではない。よって、

補正を行えばある程度正確に土量が算定できる。 

なお、座標(平面位置)についても単独測位の場合は数ｍ単位でのズレが生じると言われている

が、実証を行った限りほとんどズレは生じなかった。最近は衛星数が増加していること等から測位

精度が向上している可能性がある。もし、航空写真と重ねて明らかにズレがある場合は三次元デー

タの位置補正が必要となる。 

 

➌標高データから被災箇所を抽出する 

これから、被災前後の標高ファイルを被災箇所のみにくりぬく作業を行う。 

Pix4D からエクスポートした標高ファイルの座標系を確認します。基本的に UTM 座標系となって

いる。今回の例示場所は富山県のため UTM53 となっている。この後の作業に必要になるため、赤枠

部分を控えておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：UTM座標系】 

  横メルカトル図法のこと。南北方向の帯が示されており、日本国内では 51～56帯が該当する。 

確認 
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同じく、１ｍメッシュ標高の座標系も確認する。こちらは QGISのコマンドを利用したため、平面

直角座標系の 7番(VII)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災前・被災後それぞれについて、くりぬく作業を行なう。以下のコマンドを実行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認 

選択 
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以下のようなウィンドウが現れるので、ファイル指定、条件設定を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このウィンドウは見えていない部分に、くりぬいたファイルの保存場所の入力画面があるので、

ここで保存先と保存するファイル名を指定する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択 



144 

座標系の設定ボタンを押すと以下のような画面が出てくる。 

「フィルタ」に先ほどメモしてもらった座標系の番号を入力すると、その下に候補が現れる。 

入力しない場合、下の候補画面には世界中の座標系が表示され、探すのが大変となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存先は、下記のような画面が表示されるので、任意の場所を指定し、わかりやすいファイル名

を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力 

選択 
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すべての設定が終わったら「実行」ボタンをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような画面が現れれば成功。「閉じる」をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面直角座標系とする 

基の座標系 

選択 

選択 
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下記のようにくりぬかれたファイルが表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災前データについても同じ手順で作業。同じ作業なので説明は省略する。 
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➍被災前後の標高データの重ね合わせ(差分解析) 

 

くりぬいた被災前後のデータの差分を計算する。同時に前述した被災後データの標高基準のズレ

も補正する。 

このくりぬいたファイルはラスタと呼ばれる形式である。「ラスタ計算機」を起動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択 
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「式」に以下を入力。 

  (被災後くりぬき－36.833)－被災後くりぬき 

       被災後の標高のズレの補正 

 

 更に後述するラスタをベクタ化の際に cm単位までのデータを得るために上式全体を（ ）でくく

り 100倍する。 

  ((被災後くりぬき－36.833)－被災後くりぬき)*100 

 

また、出力するファイル名と座標系を指定し「OK」を押して実行。 

この時、被災前後のデータの座標系にズレがあると、正しいデータが作成されないか QGISが強制

終了する場合があるので注意が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定 

指定 

式を入力 

選択 
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作成された差分データ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次にこれをベクタ化(SHPファイルに変換)し、差分を集計しやすくする。 

 ラスタをベクタに変換すると、小数点以下が切り捨てられてしまう。そこで、先の差分解析の際

に予め標高の値を 100 倍している。 

 

 ここで、「ラスタをベクタ化」を実行。 

 

 

 

 

  
選択 
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ここでは、出力ファイル名を指定し実行するのみ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SHP が出力される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指定 

選択 
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作成された SHPの属性テーブルを開く。 

この値は 100m 単位。例えば一番上の 46 は実際は 0.46m。このままでは混乱するので 1/100 にす

る。編集モードにし、フィールド計算機で 1/100する(Q-GISの基本機能のため、手順は省略) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

追加 
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➎土量の計算 

SHP ファイルの着色を調整し、差分の分布を確認する。赤い部分を中心に崩壊により土が失われ

たと思われる。しかし、青や緑の部分は値がプラスとなっている。つまり、被災前より標高が高く

なっている。 

例えばＡの部分は大型土のうが積まれている。その他の端部については倒れた樹木等が確認でき

る。よって、数字がプラスの部分は土量算定上に考慮しない方がよいと思われる。 

作成されたデータはこのようにカラーグラデーションで見える化し、更に被災状況と対比し適正

に土量を算定するための条件を確認することが重要である。 
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樹木 

樹木 

大型土のう 

差分解析の範囲 
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SHP ファイルを構成する個々のフィーチャーの面積を計測します。フィールド計算機から「$area」

を実行し、面積フィールドを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Excel を開き属性データの元データである dbfファイルを読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 D列に各行の面積と標高の掛け算式を入力します。 

 最後に D列が 0以上を合計する数式を入力します。この結果が土量になります。 

 

 

 

 

 

 

  

追加 

計算 

土量算定式(今回は0未満の合計) 

土量算定結果 
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５－７.三次元データを活用した査定設計書の作成例 
 

（１）査定設計書作成に向けた段取り 

 

スマートフォン等及びUAVによる三次元データの取得から査定設計書の作成までの作業は、

必要な機材（アプリケーションやCADソフトなども含む）や一定程度の知識と経験があれば

自治体等の職員（技術系、事務系問わず）誰でも行うことはできますが、災害の規模や災

害対応可能な人員と機材等の整備環境を踏まえて、直営と委託の作業範囲を明確にしてお

くことが重要です。 

また、査定設計書を作成するにあたって、被災範囲の起終点や復旧方法を判断する者

（以下「技術系職員」という。）が必要となりますが、市町村等では技術系職員が多くな

い現状もあることから、以下のパターンを参考に実施体制や作業の流れをあらかじめ検討

しておくことが望ましいです。 

次ページに、技術系職員が現地へ行き作業等を行いながら起終点等を決定する場合と技

術系職員が三次元データの画像などから机上で起終点を決定する場合の２パターンを示し

ます。これらを参考に被災箇所数、被災内容、緊急度に応じて実施体制を検討してくださ

い。 
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パターン①（査定設計書作成にあたり技術系職員が現地で起終点等を決定する場合）：技術

系職員が現地で起終点などを決定し、同行者へ指示などを行いながら作業を実施する。 

 □技術系職員が現地を確認したうえで的確に起終点の判断や撮影のポイントを指示できる

ため作業の確実性が高い。 

 □技術系職員が現地作業に拘束されるため、被害箇所が多い場合などは効率が低下する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-5-1 スマートフォン等及びUAVを用いた三次元測量の実施手順の例 パターン① 

（技術系職員が現地へ行く場合） 

 

  

 

 

 

 

 

 

被害状況の把握、都道府県への災害報告 

スマートフォン等で対応可能な現場の選定 

被害状況の把握と撮影方針・範囲の決定 

撮影体制構築（原則２名以上、1名は管理者） 

機材の準備（スマホ等、標定点、安全装備等） 

作業内容の確認、安全対策の確認 

標定点の設置、目印等の用意 

スマートフォン等

による撮影 
標定点の座標計測 

必要な現地調査（黒杭・被災原因の撮影等） 

三次元データの補正、CADデータ作成 

査 定 設 計 書 作 成 

準
備
段
階 

下見 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
る
三
次
元
測
量 

補足 

内業 

例えば、被害が大きく優先的な

対応が必要な現場や測量業者に

委託が必要な現場等を選定し、

残った現場を対象とする等。 

□効率的な作業ができる準備：撮

影前に技術系職員が被害状況

を確認し、起終点の設定、黒

杭の設置、被害原因の推定、

撮影範囲・内容を概定する。 

□安全性の確認：経験の浅い人に

撮影させる場合は、撮影の可

否や留意点、必要な安全装備

等も確認しておく。 

□草刈は必須：三次元測量は草が

苦手です。撮影範囲に雑草や

稲がある場合は撮影前に刈り

取りを指示します。 

□班編成は任意：スマートフォン

等での撮影担当と別部隊が実

施しても可。作業の順番は撮

影前に実施しても問題ない。 

□標定点の計測は不要な場合も 

・GNSSから位置情報を取得しな

がら撮影するアプリでは不要 

・公共座標や精度を求めない場合

 

災 害 発 生 

□査定時のポイントになる状況を把

握する：災害復旧業務経験者の

指示の下、被災原因・起終

点・復旧工法検討等の根拠に

なるクラック、湧水、水路断

面等の三次元測量では明確に

できない詳細部の写真を撮影
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パターン②（査定設計書作成にあたり技術系職員が三次元データの画像により起終点等を決

定する場合）：作業を行う者が現地へ出向いて三次元データを取得し、技術系職員が三次元

データの画像から起終点や被災断面を決定する。 

 □起終点位置等を判断できる技術者数が限られている場合に適用することが考えられる。 

 □技術系職員は机上で作業を行うことができるため効率的であるが、現地の詳細が確認で

きないため確実性が低下する。 

□現地で安全や撮影範囲等を判断できる人が１名は帯同する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-5-2 スマートフォン等及びUAVを用いた三次元測量の実施手順の例② 

（技術系職員が事務所などから指示する場合） 

スマートフォン等

による撮影 
標定点の座標計測 

標定点の設置時に起終点の位置

(黒杭設置場所)を判断できなか

った場合に実施 

被害状況の把握、都道府県への災害報告 

スマートフォン等で対応可能な現場の選定 

撮影体制構築（原則２名以上、1名は管理者） 

機材の準備（スマホ等、標定点、安全装備等） 

作業内容の確認、安全対策の確認 

標定点の設置、目印等の用意、黒杭設置 

三次元データから被災状況を確認し、起終点

や被災断面を決定。 

査 定 設 計 書 作 成 

準
備
段
階 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
る
三
次
元
測
量 

補
足
調
査 

撮影範囲の決定や安全管理の観

点から災害の実務経験のある管

理者が同行することが重要。 

災 害 発 生 

三次元データの補正 

内業 

黒杭の設置 

横断図CAD等の査定設計に必要なデータ作成 

被災原因等、説明に必要な個所の写真撮影 

※赤字はパターン①と異なる点 
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（２）査定設計書の作成例 

次ページ以降に農地法面の崩壊現場を対象にスマートフォン等で作成した三次元データ

を活用した査定設計書の事例を示します。 



令和4年災 **/** 農地（田）

小国町

査　定　設　計　書

３D測量（Scanivers）

●●町

小国町 農地（田）　３D測量（Scanivers）

費　　 　目 金 額 摘　　 要

工 事 費 2,146千円 本工事費＋工事雑費

別紙内訳書参照

(本工事費補正）

本工事費　2,115,000×1.00＝2,115,000円

附 帯 工 事 費

測 量 及 び 試 験 費

用 地 費 及 び 補 償 費

船 舶 及 び 機 械 器 具 費

営 繕 費

工 事 雑 費 31千円 工事雑費　2,115,000×0.015＝31,725円

応 急 工 事 費

事 務 雑 費 32千円 事務雑費　（2,115,000＋31,000）×0.015＝32,190円

合 計 2,178千円 反当限度額　2,758千円

事業費総括

（参考）令和4年度　九州農政局管内資料

本 工 事 費 2,115千円

●●町

（参考）　令和4年度　●●農政局管内資料
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小国町 農地（田）　３D測量（Scanivers）

費目 工種 細目 細別 数量 単位 単価 金額 摘要

本工事費 ﾌﾞﾛｯｸ積工
コンクリート練積工　1：0.4
裏込コンクリートt=15cm

小規模機械
残土小運搬なし

16 ｍ2 71,000円 1,136,000円
令和4年度査定用総合単価
（熊本県　県版）参考

盛土復旧工 1：1.2
土羽工
小規模機械

21 ｍ2 6,700円 140,700円

畦畔工 8 ｍ 2,100円 16,800円

残土処分 捨土 L=2km 28 ｍ3 2,100円 58,800円

埋没土砂撤去工 小規模　50ｍ3未満/箇所 21 ｍ3 8,400円 176,400円

敷鉄板 敷設・撤去 36 ｍ2 4,500円 162,000円

運搬 80ｋｍまで 36 ｍ2 11,800円 424,800円

計 2,115,500円

改め 2,115,000円

工　事　費　内　訳
●●町

復旧標準断面の決定 
ブロック積工 工法決定
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農地（田） Scanivers

選定ブロック

勾配

0 10 15 20 0 10 15 20 0 10 15 20

安定計算 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

価格（円/m
2） 58,505 63,173 64,939 66,579 66,006 71,485 73,559 75,484 77,292 83,866 86,354 88,663

採用 ◎

概
略
図

ブロック経済比較　決定表

0.3 0.4 0.5

裏込
裏込コンクリート厚（cm） 裏込コンクリート厚（cm） 裏込コンクリート厚（cm）

農
地
（田
）
 S
ca
n
iv
e
rs

崩
壊
面
の
勾
配

3
.1
9
÷
3
.9

＝
0.
82

>
0
.8

崩
壊
面
の
勾
配
が
0
.8
よ
り
も
緩
い
こ
と
か
ら
、
選
定
図
１
を
使
用

法
肩

境
界
（
法
裾
）

3.
50

1:0.
4

0.
3
0
.4

1:
1.
2

ブ
ロ
ッ
ク
積
工
背
後
の

崩
壊
面
の
勾
配

+7
.0 1.70

0.1

3900

1:
0.
82

2.
2

0.
5
0.
9

3.30

3
19
0

1.80 2.20
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農地（田） Scanivers

H=2.20m

H=1.80m

農地（田） Scanivers

決定

20.67

2.20

決定
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農地（田） Scanivers

農地（田） Scanivers

2.20
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被災状況 写真・画像 

農地 被災状況写真 

ドローンによる撮影（高高度） 
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農地 被災状況写真 

ドローンによる撮影（近景） 

農地 被災状況写真 

ドローンによる撮影（被災地正面 北側より撮影） 
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農地 被災状況写真 

ドローンによる撮影（被災地 南側より撮影） 

農地 被災状況写真 

ドローンによる撮影（被災地側面 東側より撮影） 
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農地 被災状況写真 

ドローンによる撮影（被災地側面 西側より撮影） 

農地 被災状況写真 

３次元データ 平面図 
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農地 被災状況写真 

３次元データ 投影図 北西方向 

農地 被災状況写真 

３次元データ 投影図 北東方向 
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農地 被災状況写真 

３次元データ No.0 断面 

農地 被災状況写真 

３次元データ +7.0 断面 
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農地 被災状況写真 

３次元データ EP 断面 

反当限度額の算出 
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限度額算定図（水田） 仮設図

S=1/250

農林水産省

令和４年度三次元測量を活用した災害復旧査定
設計書作成及びＷｅｂ査定実証検討業務

ＮＴＣコンサルタンツ株式会社

令和 5年 3月

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度

作業機関

計画機関

図面番号

限度額算定図（農地）
S=1:250

限度額＝｛農地面積(a)
0.682
×1,000｝(千円)×K

0.682

限度額算定

＝3.2 8 ×1 ,00 0× 1.2 27( R 4 )＝2 ,75 8千円

水張面積 A=328ｍ2

150 5 10

S=1:250
2520

復旧計画図 
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小国町（農地）復旧計画図
S=1/100

Ｓ＝1：25

基礎コンクリート

（ｔ＝15ｃｍ）
（Ｈ＝151～300ｃｍ）

項 目 計 算 式
数 量 表

数 量

16.20 ＝ 16ｍ2
コンクリートブロック練積工

1：0.4 裏コンt=15cm

盛土復旧工 21.01 ＝ 21ｍ2

2.05×7.9 ＝ 16.195

2.66×7.9 ＝ 21.014

小国町（農地）復旧計画図
３D測量（Scanivers）

図示

農林水産省

令和４年度三次元測量を活用した災害復旧査定
設計書作成及びＷｅｂ査定実証検討業務

ＮＴＣコンサルタンツ株式会社

令和 5年 3月

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度

作業機関

計画機関

図面番号

No.0

0.3 0.4

3.5

1.
80

0
.1

法肩境界
（法

裾）

1 :1 .2

標準断面図

+7.0

EP1

1.0

2.
20

4
.1

0.3 0.4

S=1/100

641
640

639

639

638

639

No.0(法肩)
X=11278.977、Y=13637.624

No.0(法裾)境界
X=11278.936、Y=13641.124

No.0+7.0(法肩)
X=11271.977、Y=13637.542

EP(法肩)
X=11271.068、Y=13637.532

No.0+7.0(法裾）境界
X=11271.936、Y=13641.042

EP(法裾）境界線
X=11271.028、Y=13641.032

2.
16

0.
48

0.
76

0.
40

0.
30

7.9ｍ

7.9ｍ

平 面 図
S=1/50

No.
0（
正常
断面
）

+7.
0（
被災
断面
）

E.P
（被
災断
面）

Ｓ＝1：50
ブロック積標準断面

展 開 図

7.9

h=
1
.7
0

S＝
1：
1
.
2

S
L＝
2
.
66

4.
1
0

h
=1
.
90

S＝
1：
0
.
4

S
L＝
2.
0
5

0.
3
0

0.
1
0

練積ﾌﾞﾛｯｸ

S=1：0.4 裏コンt=15cm

練積ブロック（1：0.4 t=15cm） Ｌ＝7.9ｍ
基礎コンクリート（H=300） Ｌ＝7.9ｍ

水抜きパイプを2～3ｍ2に1箇所入れること

3
.
40

0
.
7
0

No.
0（
正常
断面
）

+7.
0（
被災
断面
）

E.P
（被
災断
面）

7.9

S=1/50

項 目 単 位 数 値

2014年度版 1.0m当り

基礎コン m3

養生 m3

基礎砕石 m2

型枠 m2

2.66

2.16 0.48 0.86

法肩

2.66

3.
3
0

0.
1
0

0
.3
0

(３D測量 Scanivers）

法肩 境界
（法

裾）

3.5

1:0.4

0.3 0.4

1 : 1 . 2

1 : 0 . 8 2

ブロック積工背後の
崩壊面の勾配

5.5

2.16 0.48

0.
3

2.66

1:0.4

0
.1

1:0 .5

1:0.5

1.0

1.0

3.5

0.86

1:0.4

1 : 1 . 2

3.5

境界
（法

裾）

2.16 0.48 0.86

5.5

1:0.5

1:0. 4

2 .05

0.
1
0
0.
300
.3
0

1.
60

2.
20

連積ブロック

裏込砕石
0.887m3/m

裏込コンクリート

0.76
0 .3
5

0.35

0.
30

0.42

1.
90

0.143

0.143

0.800

0.450

800

1
00
30
0

15
01
50

100600100

100500

RC-40

18-8-40BB

3.
30

0.
3

0.
3

0.
7
0

1.
80

0
.1

2.
20

4
.1

0
.1

3.
30

0.
7
0

1.
80

0
.1

2.
20

4
.1

0
.1

3.
30

0.
7
0

1.0

1:0.5

18
00

1 5 0

X=000.000、Y=000.000

X=000.000、Y=000.000

X=000.000、Y=000.000 X=000.000、Y=000.000

X=000.000、Y=000.000

X=000.000、Y=000.000

仮設計画（仮設道路） 
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農地 仮設図

S=1/250

農林水産省

令和４年度三次元測量を活用した災害復旧査定
設計書作成及びＷｅｂ査定実証検討業務

ＮＴＣコンサルタンツ株式会社

令和 5年 3月

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度

作業機関

計画機関

図面番号

3.00ｍ

敷鉄板
ｔ＝22mm

標準断面図
S=1:50

仮 設 図 （農地）
S=1:250

敷
鉄板
延長
Ｌ＝
35.5 ｍ

施工箇所
被災箇所

150 5 10

S=1:250
2520

数量計算 
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工種数量総括表
１. 農地（法面） 農地（田）　３D測量（Scanivers）

工　種 種　別 細　別 規　　格 単位 計算数量 設計数量 摘　　要

1 

16.2 16 

21.0 21 

37.3 37 

8.5 9 

16.6 17 

21.1 21 

0.4 0 

11.7 12 

3.7 4 

盛土 21.0 21 

盛土 9.6 10 

7.9 8 
盛　土＝15.8/0.9 ｍ3

L=2km 掘削土＝45.8 ｍ3
28.2 28 

t=2.2 35.5 36 

80ｋｍまで 35.5 36 

崩土除去 埋没土砂撤去工 ｍ2

掘削工

水平面仕上 切土 ｍ2

畦畔工 ｍ

運搬 ｍ

敷鉄板 ｍ

埋没土砂撤去
残土処分 m3

敷設・撤去

法面仕上 ｍ2

水平面仕上 ｍ2

1.0≦B＜2.5 ｍ3

構造物周辺 ｍ3

盛土 B<1.0 ｍ3

掘削 ｍ3

床掘 ｍ3

2.66×7.9

土工（内訳）

ﾌﾞﾛｯｸ積工 総合単価用
コンクリート練積工　1：0.4
裏込コンクリートt=15cm m2 2.05×7.9

農地（総合単価） 式

盛土復旧工 総合単価用 m2

農地（田）　３D測量（Scanivers）

数量計算表（平均断面法） 土工（掘削工１）

測　点 単距離 断面積 平均断面 数量 備考 測　点 単距離 断面積 平均断面 数量 備考 測　点 単距離 断面積 平均断面 数量 備考

ｍ ｍ ㎡ m3 ｍ ｍ ㎡ m3 ｍ ｍ ｍ m2

No0 2.0 - - No0 1.1 - - No0 1.0 - -

No.0+7.0 7.0 6.8 4.41 30.9 No.0+7.0 7.0 1.1 1.07 7.5 No.0+7.0 7.0 3.0 1.99 13.9

EP 0.9 7.5 7.13 6.4 EP 0.9 1.1 1.07 1.0 EP 0.9 3.0 2.99 2.7

合　計 7.9 16.3 37.3 合　計 7.9 3.2 8.5 合　計 7.9 7.0 16.6

数量計算表（平均断面法） 土工（掘削工2）

測　点 単距離 断面積 平均断面 数量 備考 測　点 単距離 断面積 平均断面 数量 備考 測　点 単距離 断面積 平均断面 数量 備考

ｍ ｍ ㎡ m3 ｍ ｍ ㎡ m3 ｍ ｍ ㎡ m3

No0 0.7 - -

No.0+7.0 7.0 4.2 2.47 17.3

EP 0.9 4.3 4.26 3.8

合　計 7.9 9.2 21.1 合　計 合　計

崩土除去

掘削 床掘 水平面仕上（切土）
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農地（田）　３D測量（Scanivers）

数量計算表（平均断面法） 土工（盛土工１）

測　点 単距離 断面積 平均断面 数量 備考 測　点 単距離 断面積 平均断面 数量 備考 測　点 単距離 断面積 平均断面 数量 備考

ｍ ｍ ｍ m2 ｍ ｍ ｍ m2 ｍ ｍ ㎡ m3

No0 0.0 - - No0 0.0 - - No0 0.5 - -

No.0+7.0 7.0 0.1 0.04 0.3 No.0+7.0 7.0 2.7 1.33 9.3 No.0+7.0 7.0 0.4 0.47 3.3

EP 0.9 0.1 0.07 0.1 EP 0.9 2.7 2.65 2.4 EP 0.9 0.4 0.44 0.4

合　計 7.9 0.1 0.4 合　計 7.9 5.3 11.7 合　計 7.9 1.4 3.7

数量計算表（平均断面法） 土工（盛土工２）

測　点 単距離 断面積 平均断面 数量 備考 測　点 単距離 断面積 平均断面 数量 備考 測　点 単距離 断面積 平均断面 数量 備考

ｍ ｍ ｍ m2 ｍ ｍ ｍ m2 ｍ ｍ ㎡ m3

No0 2.7 - - No0 1.2 - -

No.0+7.0 7.0 2.7 2.66 18.6 No.0+7.0 7.0 1.2 1.21 8.5

EP 0.9 2.7 2.66 2.4 EP 0.9 1.2 1.21 1.1

合　計 7.9 8.0 21.0 合　計 7.9 3.6 9.6 合　計

構造物周辺

法面仕上（盛土） 水平面仕上（盛土）

盛土（B＜1.0） 盛土（1.0≦B＜2.5）

No.0

農地法面 土工横断図（掘削）
S=1/50

+7.0

法肩

EP1

法肩

法肩

境界
（法
裾）

境界
（法
裾）

境界
（法
裾）

掘削

水平面仕上（切土）

m27.48

3.00 m

床掘 m21.07

掘削

水平面仕上（切土）

m2

1.00 m

床掘 m21.07

掘削

水平面仕上（切土）

m26.77

2.97 m

床掘 m21.07

3500

2.04

3500 3500

農地法面 土工横断図（掘削）
３D測量（Scanivers）

S=1/50

農林水産省

令和４年度三次元測量を活用した災害復旧査定
設計書作成及びＷｅｂ査定実証検討業務

ＮＴＣコンサルタンツ株式会社

令和 5年 3月

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度

作業機関

計画機関

図面番号

(３D測量 Scanivers）

1 : 0. 5

1 : 0. 5

1.0

1.0

1 : 0. 5

1 :0 . 5

1.0

1.0

崩土除去 4.28 m2崩土除去 0.71 m2

崩土除去 4.23 m2
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No.0

農地法面 土工横断図（盛土）
S=1/50

+7.0

法肩

EP1

法肩

法肩

境界
（法
裾）

境界
（法
裾）

境界
（法
裾）

3500

3500 3500

農地法面 土工横断図（盛土）
３D測量（Scanivers）

S=1/50

農林水産省

令和４年度三次元測量を活用した災害復旧査定
設計書作成及びＷｅｂ査定実証検討業務

ＮＴＣコンサルタンツ株式会社

令和 5年 3月

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度

作業機関

計画機関

図面番号

盛土（B＜1.0）

法面仕上（盛土）

m2

2.66 m

構造物周辺埋戻 m20.49

0.00

水平面仕上（盛土） 1.21 m

盛土（1.0≦B＜2.5） m20.00

盛土（B＜1.0）

法面仕上（盛土）

m2

2.66 m

構造物周辺埋戻 m20.44

0.07

水平面仕上（盛土） 1.21 m

盛土（1.0≦B＜2.5） m22.65

盛土（B＜1.0）

法面仕上（盛土）

m2

2.66 m

構造物周辺埋戻 m20.44

0.07

水平面仕上（盛土） 1.21 m

盛土（1.0≦B＜2.5） m22.65

(３D測量 Scanivers）

1 : 0. 5

1 :0 . 5

1.0

1.0

1 : 0. 5

1 : 0. 5

1.0

1.0
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